
第 57 号
平成27年9月30日

（水曜日）

（ 1 ）　 平成27年9月30日 （水曜日）� （第57号）

発　行　所
北方領土返還要求運動
神奈川県民会議

〒231-8588 横浜市中区日本大通1
TEL 045-210-1111 内線3618
発行人　綾　井　祐　一

午
後
三
時
三
十
分
、
神
奈

川
県
県
民
局
総
務
室　

杉
山

企
画
調
整
担
当
課
長
に
よ
る

開
会
の
辞
で
始
ま
り
、
白
石

副
会
長（
日
本
労
働
組
合
総
連

合
会
神
奈
川
県
連
合
会　

顧

問
）が
議
長
と
し
て
会
議
を
進

行
し
ま
し
た
。

第
一
号
議
案
役
員
の
選
任

に
つ
い
て
は
、
選
出
母
体
の

役
員
改
選
に
よ
り
、
会
長
に

は
、
前
神
奈
川
県
議
会
議
長

の
向
笠
茂
幸
氏
に
替
わ
り
、

先
の
県
議
会
で
新
た
に
神
奈

川
県
議
会
議
長
に
就
任
し
た

土
井
り
ゅ
う
す
け
氏
を
、
副

会
長
に
は
、
前
日
本
青
年
会

議
所
関
東
地
区
神
奈
川
ブ
ロ

ッ
ク
協
議
会
会
長
の
清
田
祐

介
氏
に
替
わ
り
、
同
会
長
の

石
井
紀
彦
氏
を
選
出
し
ま
し

た
。ま

た
、
任
期
満
了
に
よ
る

退
任
に
伴
い
、
日
本
労
働
組

合
総
連
合
会
神
奈
川
県
連
合

会
顧
問
の
白
石
俊
雄
氏
以
下

二
名
を
そ
れ
ぞ
れ
役
員
に
選

出
（
再
任
）
し
ま
し
た
。（
新

役
員
は
、
平
成
二
十
七
年
度

役
員
名
簿
の
と
お
り
）

次
い
で
、
第
二
号
議
案
平

成
二
十
六
年
度
事
業
報
告
、

第
三
号
議
案
平
成
二
十
六
年

度
収
支
決
算
及
び
監
査
報
告
、

第
四
号
議
案
平
成
二
十
七
年

度
事
業
計
画
（
案
）、
第
五
号

議
案
平
成
二
十
七
年
度
収
支

予
算（
案
）を
全
会
一
致
で
承

認
し
ま
し
た
。

◇
土
井
り
ゅ
う
す
け�

会
長
◇

神
奈
川
県
議
会
議
員（
川
崎

市
多
摩
区
選
出
）。
平
成
十
一

年
に
初
当
選
以
来
、五
期
当
選
。

こ
の
間
、
建
設
常
任
委
員

会
、
安
全
安
心
・
基
地
周
辺

等
対
策
特
別
委
員
会
、
総
務

企
画
常
任
委
員
会
、
ヘ
ル
ス

ケ
ア
・
ニ
ュ
ー
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
政
策
調
査
特
別
委
員
会
の

各
委
員
長
及
び
自
由
民
主
党

神
奈
川
県
議
会
議
員
団
団
長

を
歴
任
。

平
成
二
十
七
年
五
月
、
神

奈
川
県
議
会
議
長
に
就
任
。

神
奈
川
県
出
身
。
五
十
六
歳
。

平 成 27 年 度 役 員 名 簿
役 職 名 氏　　　名 団　体　等　の　職
会 長 土井りゅうすけ 神奈川県議会議長

副 会 長
白 石 俊 雄 日本労働組合総連合会神奈川県連合会顧問
石 井 紀 彦 日本青年会議所関東地区神奈川ブロック協議会会長

事務局長 早 坂 公 幸 日本労働組合総連合会神奈川県連合会副事務局長

理 事

塚 原 良 一 神奈川県商工会議所連合会専務理事
二 宮 　 務 神奈川県農業協同組合中央会常務理事
松　尾　美智代 神奈川県地域婦人団体連絡協議会会長
井 上 早 苗 川崎市地域女性連絡協議会顧問
有 波 良 枝 横浜市女性団体連絡協議会副会長
綾 井 祐 一 北方領土問題対策協会神奈川県推進委員

監 事
高 橋 征 人 神奈川県漁業協同組合連合会代表理事会長
嶋 田 幸 雄 神奈川県中小企業団体中央会専務理事

北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
神
奈
川
県
民
会
議
で
は
、
七
月
十
五
日（
水
）午
後
三
時
三
十
分
よ
り
、
横

浜
市
中
区
山
下
町
の「
ワ
ー
ク
ピ
ア
横
浜
」三
階
会
議
室「
い
ち
ょ
う
」に
お
い
て
、
平
成
二
十
七
年
度

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

新
会
長
に

土
井
り
ゅ
う
す
け
県
議
会
議
長
を
選
任

平
成
27
年
度
総
会
を
開
催

平成27年度総会

„
北
方
領
土
問
題
、
ロ
シ
ア

側
が
交
渉
拒
否　

日
ロ
外
相

会
談
＂「
岸
田
外
務
大
臣
が
ロ

シ
ア
を
訪
問
し
ロ
シ
ア
の
ラ

ブ
ロ
フ
外
相
と
会
談
し
北
方

領
土
問
題
に
つ
い
て
一
定
の

成
果
が
あ
っ
た
と
発
表
、
会

談
後
ラ
ブ
ロ
フ
氏
は『
北
方
領

土
問
題
に
つ
い
て
は
協
議
し

な
か
っ
た
。
協
議
し
た
の
は
、

平
和
条
約
締
結
問
題
だ
。』
と

述
べ
、
日
本
と
北
方
領
土
交

渉
を
行
う
こ
と
を
拒
否
す
る

姿
勢
を
鮮
明
に
し
た
。」
ま
た

「
ロ
シ
ア
の
メ
ド
ベ
ー
ジ
ェ
フ

首
相
が
八
月
二
十
二
日
、
北

方
領
土
の
択
捉
（
え
と
ろ
ふ
）

島
を
訪
問
し
、
領
土
問
題
で

日
本
に
譲
歩
す
る
余
地
が
一

切
な
い
こ
と
を
示
し
た
。
ロ

シ
ア
政
府
は
こ
れ
に
先
立
つ

七
月
一
日
、
排
他
的
経
済
水

域
内
で
の
サ
ケ
・
マ
ス
流
し

網
漁
を
来
年
一
月
か
ら
禁
止

す
る
漁
業
・
水
産
資
源
保
全

法
の
改
正
法
を
成
立
さ
せ
た

と
発
表
し
た
。
明
治
以
降
の

伝
統
あ
る
北
洋
漁
業
に
事
実

上
、
終
止
符
が
打
た
れ
る
こ

と
に
な
り
、
ロ
シ
ア
の
反
日

姿
勢
が
際
立
っ
て
き
た
。」
と

の
報
道
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
北
方
領
土

返
還
問
題
は
日
を
追
う
ご
と

に
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
国
に
よ
る
返
還
交
渉
は

粘
り
強
く
続
け
て
も
ら
う
と

同
時
に
、
民
間
に
よ
る
外
交

も
粘
り
強
く
行
っ
て
い
か
な

く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
今
年

度
は
県
民
会
議
か
ら
、
七
月

か
ら
九
月
に
か
け
て
北
方
四

島
訪
問
事
業
に
二
名
、
根
室

や
長
野
県
で
開
催
さ
れ
た
北

方
領
土
問
題
教
育
指
導
者
現

地
研
修
会
等
に
教
諭
と
中
学

生
九
名
、
毎
年
根
室
で
行
わ

れ
る
大
学
生
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に

神
奈
川
大
学
か
ら
学
生
二
名

が
参
加
す
る
な
ど
、
多
く
の

人
が
事
業
に
参
加
し
、
こ
の

問
題
の
認
識
を
深
め
る
と
共

に
、
運
動
の
強
化
に
努
め
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
返

還
運
動
は
難
し
く
て
も
、
継

続
し
な
い
と
返
還
さ
れ
ま
せ

ん
。
今
後
と
も
教
育
関
係
者
、

青
少
年
に
よ
る
積
極
的
な
参

加
を
期
待
し
ま
す
。�

（
綾
井
）

た
だ
い
ま
会
長
を
仰
せ
つ

か
り
ま
し
た
県
議
会
議
長
の

土
井
り
ゅ
う
す
け
で
ご
ざ
い

ま
す
。

皆
様
方
と
共
に
北
方
領
土

返
還
と
い
う
大
き
な
目
標
に

向
か
っ
て
、
県
民
挙
げ
て
の

総
力
戦
の
運
動
で
あ
る
と
い

う
理
解
の
も
と
尽
力
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

本
日
で
総
会
は
三
十
一
回

目
を
迎
え
る
と
聞
い
て
お
り

ま
す
が
、
長
年
に
わ
た
っ
て

北
方
領
土
の
返
還
に
向
け
て
、

皆
様
方
が
熱
意
を
も
っ
て
取

り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
こ
と
に

敬
意
を
表
し
ま
す
。

今
年
は
戦
後
七
十
年
と
い

う
節
目
の
年
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
未
だ
北
方
領
土

の
返
還
が
な
さ
れ
て
な
い
と

い
う
こ
と
は
、
誠
に
遺
憾
な

こ
と
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
七

十
年
さ
ま
ざ
ま
な
動
き
が
ロ

シ
ア
に
対
し
て
あ
り
ま
し
た

が
、
残
念
な
こ
と
に
、
二
度
目

の
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
就
任

以
降
は
、
日
ロ
協
議
は
膠
着

状
態
で
あ
り
ま
す
し
、
そ
の

間
、
国
民
の
目
線
は
北
方
領

土
よ
り
も
尖
閣
や
竹
島
の
方

に
向
い
て
い
る
よ
う
な
現
状

が
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま

す
。こ

の
六
月
に
外
交
交
渉
が

動
き
だ
し
た
よ
う
で
、
プ
ー

チ
ン
大
統
領
の
訪
日
や
さ
ま

ざ
ま
な
対
ロ
外
交
が
展
開
さ

れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ

を
よ
い
機
会
だ
と
捉
え
て
、

今
以
上
に
県
民
運
動
を
盛
り

上
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

皆
様
方
か
ら
の
ご
指
導
を

仰
ぎ
な
が
ら
、
こ
の
運
動
が

大
き
な
う
ね
り
に
な
る
よ
う

県
民
に
こ
の
問
題
に
つ
い
て

知
っ
て
い
た
だ
き
、
県
民
と

心
が
一
つ
に
な
れ
る
よ
う
に

皆
様
方
と
共
に
、
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

北
方
領
土
返
還
が
、
本
当

に
手
に
届
く
身
近
に
あ
る
と

い
う
思
い
で
、
運
動
を
よ
り

一
層
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し

ょ
う
。

北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
神
奈
川
県
民
会
議

会
長
就
任
に
あ
た
っ
て

神
奈
川
県
議
会
議
長
　
土
井
り
ゅ
う
す
け



北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
神
奈
川
県
民
会
議
の

広
報
啓
発
事
業
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パ
ネ
ル
展

例
年
二
月
に
実
施
し
て
い

る
パ
ネ
ル
展
で
す
が
、
今
年

度
は
若
い
世
代
に
も
ご
来
場

い
た
だ
く
た
め
、
学
校
の
夏

休
み
期
間
の
八
月
十
七
日

（
月
）～
八
月
十
九
日（
水
）に
、

横
浜
駅
近
く
の
か
な
が
わ
県

民
セ
ン
タ
ー
一
階　

展
示
場

で
実
施
し
ま
し
た
。「
北
方
領

土
問
題
と
は
」、「
北
方
領
土

の
歴
史
」、「
北
方
領
土
の
返

還
を
求
め
て
」等
の
テ
ー
マ
を

扱
っ
た
北
方
領
土
問
題
に
関

す
る
パ
ネ
ル
と
、
北
方
領
土

返
還
要
求
運
動
神
奈
川
県
民

会
議
の
活
動
を
紹
介
す
る
パ

ネ
ル
を
展
示
し
た
ほ
か
ビ
デ

オ
を
上
映
し
て
北
方
領
土
問

題
の
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
県
民
会
議
の
活
動
を

記
載
し
た
四
島（
し
ま
）の
か

け
橋
や
資
料
の
配
布
、
署
名

活
動
の
実
施
、
情
報
提
供
登

録
の
受
付
を
行
い
ま
し
た
。

三
日
間
の
来
場
者
は
二
百

二
十
三
名
で
、
七
十
名
も
の

方
に
署
名
い
た
だ
く
な
ど
、

来
場
者
の
関
心
が
非
常
に
高

い
こ
と
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

啓
発
懸
垂
幕

八
月
と
二
月
の
北
方
領
土

返
還
運
動
全
国
強
調
月
間
に
、

か
な
が
わ
県
民
セ
ン
タ
ー
で

「
北
方
の　

領
土
か
え
る
日　

平
和
の
日
」の
懸
垂
幕
を
掲
出

し
て
い
ま
す
。

か
な
が
わ
県
民
セ
ン
タ
ー

は
横
浜
駅
か
ら
近
く
、
年
間

約
一
三
〇
万
人
の
方
が
来
館

さ
れ
て
い
ま
す
。

電
車
・
バ
ス
の
車
内
広
告

北
方
領
土
返
還
運
動
全
国

強
調
月
間
で
あ
る
二
月
に
実

施
し
て
い
ま
す
。
平
成
二
十

七
年
二
月
は
、
二
月
一
日
か

ら
二
月
二
十
八
日
ま
で
、
相

鉄
線
の
車
内
ド
ア
上
部
に
設

置
さ
れ
て
い
る
ト
レ
イ
ン
ビ

ジ
ョ
ン
及
び
神
奈
川
中
央
交

通
の
横
浜
営
業
所
、
舞

岡
営
業
所
、
相
模
原
営

業
所
、
藤
沢
営
業
所
エ

リ
ア
の
バ
ス
車
内
の
液

晶
モ
ニ
タ
ー
で
一
回
三

十
秒
間
の
広
報
を
行
い

ま
し
た
。

タ
ダ
コ
ピ

大
学
構
内
に
設
置
さ

れ
て
い
る
、
専
用
コ
ピ

ー
機
の
、
コ
ピ
ー
用
紙

裏
面
に
広
告
を
掲
載
す

る
こ
と
で
、
学
生
は
タ

ダ
で
コ
ピ
ー
が
で
き
る

と
い
う
も
の
で
す
。
裏

面
の
広
告
に
は
北
方
領
土
に

関
す
る
ク
イ
ズ
や
県
民
会
議

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

等
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
七
月
十
五
日
か
ら

八
月
十
四
日
ま
で
、
県
内
の

十
九
大
学
二
十
三
キ
ャ
ン
パ

ス
で
、
八
千
枚
を
発
行
し
ま

し
た
。

編
集
後
記

◇
向
笠
茂
幸
前
会
長
一
年
間

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
平
成
二
十
七
年
度

は
土
井
り
ゅ
う
す
け
県
議
会

議
長
に
会
長
就
任
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
六
月
十
八
日

議
長
室
を
訪
問
し
会
長
就
任

を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
ご
快

諾
い
た
だ
き
ま
し
た
。
土
井

議
長
は
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に

登
録
利
用
さ
れ
て
い
て
、
県

議
会
な
ど
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム

報
告
な
ど
を
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
ま
た
、
北
方
領
土
返
還
要

求
運
動
神
奈
川
県
民
会
議
で

も
県
民
会
議
の
情
報
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
提
供
し
て
い
ま

す
の
で
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
神
奈
川
県
北
方
領
土
」で
検

索
す
る
と
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。�

（
綾
井
）

入場者の様子

啓発懸垂幕

第31回
北方領土返還要求運動
神奈川県民大会

日時：平成27年11月 2 日（月）
	 18時～19時45分
場所：横浜情報文化センター　情文ホール
内容：記念講演、北方四島交流訪問事業報

告ほか

皆様、ふるってご参加ください。

（予定）

二
月
の
北
方
領
土
返
還
運

動
全
国
強
調
月
間
に
は
、
北

方
領
土
返
還
要
求
運
動
の
一

層
の
推
進
を
図
る
た
め
に
重

要
な
日
で
あ
る「
北
方
領
土
の

日
」（
二
月
七
日
）が
あ
り
ま
す
。

「
北
方
領
土
の
日
」
は
江
戸

時
代
に
調
印
さ
れ
た
条
約
の

締
結
日
が
由
来
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
今
回
は
、
返
還
要
求

の
根
拠
で
も
あ
る「
北
方
領
土

の
歴
史
」に
つ
い
て
も
併
せ
て

確
認
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

二
月
七
日
は

「
北
方
領
土
の
日
」

一
八
五
五
年
（
安
政
元
年
）

の
こ
の
日
、
日
魯
通
好
条
約

が
調
印
さ
れ
た
こ
と
に
ち
な

み
、
一
九
八
一
年（
昭
和
五
十

六
年
）に
北
方
領
土
返
還
要
求

運
動
の
全
国
的
な
盛
り
上
が

り
を
図
る
た
め
に
、
閣
議
了

解
に
よ
り
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

毎
年
、「
北
方
領
土
返
還
要

求
全
国
大
会
」が
東
京
で
開
催

さ
れ
る
ほ
か
、
こ
の
日
を
中

心
と
し
て
全
国
各
地
で
講
演

会
や
返
還
実
現
の
た
め
の
署

名
活
動
な
ど
の
取
組
が
行
わ

れ
て
お
り
、
北
方
領
土
返
還

要
求
運
動
神
奈
川
県
民
会
議

に
お
い
て
も
、
様
々
な
広
報

啓
発
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。北

方
領
土
の
歴
史

日
本
の
人
々
が
北
方
の
島 

々
の
こ
と
を
知
っ
た
の
は
、

今
か
ら
三
六
〇
年
以
上
も
昔

の
こ
と
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
一
六
三
五
年（
寛
永
十
二

年
）、
北
海
道
を
支
配
し
て
い

た
松
前
藩
は
、
北
海
道
全
島

及
び
千
島
、
樺
太
を
含
む
蝦

夷（
え
ぞ
）地
方
の
調
査
を
行

い
ま
し
た
。
一
六
四
四
年（
正

保
元
年
）の
幕
命
に
よ
り
、
諸

藩
か
ら
提
出
さ
れ
た
国
絵
図

に
基
づ
い
て
幕
府
が
作
成
し

た
日
本
総
図（
い
わ
ゆ
る「
正

保
御
国
絵
図
」）に
は
、「
く
な

し
り
、
え
と
ほ
ろ
、
う
る
ふ
」

な
ど
の
島
名
が
は
っ
き
り
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
七
九
八
年
（
寛
政
十
年
）

に
は
、
大
規
模
な
巡
察
隊
が

派
遣
さ
れ
、
近
藤
重
蔵
は
最

上
徳
内
と
共
に
国
後
島
、
択

捉
島
を
調
査
し
、
択
捉
島
に

「
大
日
本
恵
登
呂
府
」
の
標
柱

を
建
て
ま
し
た
。
ま
た
一
七

九
九
年
か
ら
一
八
〇
〇
年
に

か
け
て
、
近
藤
重
蔵
は
高
田

屋
嘉
兵
衛
ら
と
共
に
、
再
び

国
後
島
、
択
捉
島
に
渡
り
択

捉
島
に
本
土
の
行
政
を
移
入
、

郷
村
制
を
施
き
、
十
七
か
所

の
漁
場
を
開
く
な
ど
、
北
方

領
土
に
お
け
る
本
格
的
な
開

発
が
始
ま
り
ま
し
た
。

国
境
に
関
す
る
条
約

日
魯
通
好
条
約

一
八
五
五
年
（
安
政
元
年
）

二
月
七
日
、
伊
豆
下
田
に
お

い
て「
日
魯
通
好
条
約
」が
締

結
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
条
約

で
初
め
て
日
ロ
両
国
の
国
境

は
、
択
捉
島
と
得
撫
島
の
間

に
決
め
ら
れ
、
択
捉
島
か
ら

南
は
日
本
の
領
土
と
し
、
得

撫
島
か
ら
北
の
ク
リ
ル
諸
島

（
千
島
列
島
）
は
ロ
シ
ア
領
と

し
て
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
樺
太
は
今
ま
で
ど

お
り
国
境
を
決
め
ず
両
国
民

の
混
住
の
地
と
定
め
ら
れ
ま

し
た
。

樺
太
千
島
交
換
条
約

一
八
七
五
年（
明
治
八
年
）、

明
治
政
府
は
、
樺
太
千
島
交

換
条
約
を
結
び
、
樺
太
を
放

棄
す
る
代
償
と
し
て
ロ
シ
ア

か
ら
千
島
列
島
を
譲
り
受
け

ま
し
た
。
こ
の
条
約
で
は
、
日

本
に
譲
渡
さ
れ
る
千
島
列
島

の
島
名
を
一
つ
一
つ
挙
げ
て

い
ま
す
が
、
列
挙
さ
れ
て
い

る
島
は
得
撫
島
以
北
の
十
八

の
島
で
あ
っ
て
、
歯
舞
群
島
、

色
丹
島
、
国
後
島
及
び
択
捉

島
の
北
方
四
島
は
含
ま
れ
て

い
ま
せ
ん
。

ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約

一
九
〇
五
年（
明
治
三
十
八

年
）、日
露
戦
争
の
結
果
、ポ
ー

ツ
マ
ス
条
約
が
締
結
さ
れ
北

緯
五
十
度
以
南
の
南
樺
太
が

日
本
の
領
土
と
な
り
ま
し
た
。

サ
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和

条
約一

九
五
一
年（
昭
和
二
十
六

年
）、
日
本
は
サ
ン
・
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
平
和
条
約
に
調
印
し

ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
日
本
は
、

千
島
列
島
と
北
緯
五
十
度
以

南
の
南
樺
太
の
権
利
、
権
原

及
び
請
求
権
を
放
棄
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
放
棄
し
た
千
島

列
島
に
固
有
の
領
土
で
あ
る

北
方
四
島
は
含
ま
れ
て
い
ま

せ
ん
。

終
戦
後
に
始
ま
っ
た
不
法
占

拠
ソ
連
は
一
九
四
五
年（
昭
和

二
十
年
）八
月
九
日
、
当
時
有

効
で
あ
っ
た
日
ソ
中
立
条
約

を
無
視
し
て
対
日
参
戦
し
ま

し
た
。
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受

諾
し
て
連
合
国
に
降
伏
し
た

八
月
十
五
日
以
降
の
八
月
二

十
八
日
に
択
捉
島
が
、
九
月

一
日
か
ら
九
月
五
日
ま
で
の

間
に
国
後
島
、
色
丹
島
及
び

歯
舞
諸
島
の
全
て
を
ソ
連
軍

に
占
領
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
北
方
四
島
は
、
戦

後
七
十
年
の
節
目
を
迎
え
た

現
在
も
、
ロ
シ
ア
の
不
法
占

拠
の
下
に
置
か
れ
た
状
態
が

続
い
て
い
ま
す
。

北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
神
奈
川
県
民
会
議
で
は
、
県
民
一
人
ひ
と
り
が
北
方
領
土
問
題
へ
の
関
心

と
理
解
を
深
め
、
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
に
対
す
る
県
民
世
論
の
さ
ら
な
る
高
揚
を
図
る
た
め
、
様
々

な
広
報
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

普
段
行
っ
て
い
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
広
報
に
加
え
、
八
月
と
二
月
の
北
方
領
土
返
還
運
動
全
国

強
調
月
間
に
は
、
パ
ネ
ル
展
、
啓
発
懸
垂
幕
の
掲
出
、
電
車
・
バ
ス
の
車
内
広
告
な
ど
重
点
的
に
広
報
啓

発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

北
方
領
土
の
日
と
北
方
領
土
の
歴
史
に
つ
い
て

タダコピによる広報


